


C O N T E N T S

写真家　松野智久 
シリーズ大雪の四季F 
「森を育てるエゾリス」 

特集  
○東川町の自立に向けた取り組み 

エイゴのマナビカタ  
○第７回　特別インタビュー（前編）「外国人の日本語習得法から学ぶ」 
　英語学習指導員　宮地晶子／英語指導助手　キンバリー・マルヤマ 
 

i n fo rma t i o n
○除排雪にご協力ください 
 

○「ことば」の奥にある心の声を読みろう 
　おはなしの会ピッピ　向坊　啓子 
 

生涯学習情報ネットワーク  
○文化ギャラリー展示のご案内 
○第18回全町ふれあいミニバレー大会を開催します 
○第18回全町バレーボール大会を開催します○大会結果のお知らせ 
 

T ow n  N e w s
○大雪山国立公園70周年記念フォーラム 
○東川ライオンズクラブがブロンズ像を清掃○新たなひがしかわ観光大使を任命 
○「ハーブがあるとこんなに楽しい！」講演会○グループホームで介護講演会開催 

Z o om  i n
○広がる　使える　ますます楽しいデジタルテレビ放送 

水の民  
○Vol.2　水分補給が大切な理由 

暮らしの情報 B O X
○年金情報○税金は私たちの暮らしを支える貴重な財源です 
○入居期限付公営住宅、単身者用特定公共賃貸住宅の入居者を募集します 
○町民の声BOXをご利用ください○在宅ケア推進事業映画上映会を開催します 
○東川小学校のポプラ伐採について○３Rマスコットキャラクター決定 
○サギにご注意　身に覚えのない請求書がきたとの相談急増 
○社協通信○保健だよりほか 

○油断できない「中性脂肪」ー動脈硬化のサインを知ろうー 
○町立診療所ミニドックのお知らせ○ヘルシー運動教室のお知らせ 
○良い食生活のための料理教室のお知らせ（食生活改善協議会より） 
○保健カレンダーほか 
 

保健だより（Healthy Coumn)

子育てチャンネル  

○写真甲子園での思いを再び東川町で… 
○写真甲子園記念文集完成 
○「デジカメで見る韓国の遊び文化」発行 
 

写真の町情報館  

○「地域ケア」 
（元）郷土史編集専門員　尾池　　男 
 
 

ふるさと探訪　折々の記  

○シリーズ“大雪山の素顔” 
　「雪虫の舞ったあとに」旭岳パークレンジャー／ 
　BCガイドツアークラブ「クウェリ」山本行秀 
○短歌・俳句○新刊図書・ビデオ案内 
○東川町民が選ぶ日本ハムファイターズ月間MIP賞発表（8月分） 
○道草館だより　ほか 

C u l t u r e  L o u n g e

　冬眠をしないエゾリスは、夏から秋
にかけて、２０００個以上もの木の実を
地中に埋め、冬の間の貴重な食料と
するそうだ。そして、食べられることなく
春を迎えた実は、新たな命を育み、エ
ゾリス自身は知ってかしらずか、自分の
住む森を育てている。人間は、自然の
そんなサイクルの中に入っているのだ
ろうか。 

町では、開かれたわかりやすい町政をすすめるため、分館、
行政区など各種団体からの要望により、出張懇話会を随時
開催しています。 
開催を希望される団体の方はお気軽に下記までご連絡く
ださい。 
 
お問い合わせ先 
税務住民課広報広聴係　@82-2111



地上テレビジョン放送のデジタル化 

■関連ホームページ　総務省『新しい楽しい　地上デジタルテレビ放送パーフェクトガイド』 
　　　　　　　　　　http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/whatsnew/digital-broad/index.html 
　　　　　　　　　　社会法人　地上デジタル放送推進委員会『D-pa』　http://www.d-pa.org/index.html

平
成
１５
年
１２
月
か
ら
、
関
東
・
近
畿
・
中
京
の
三
大
広
域
圏
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
１６
年
末
ま
で
に
は
、
受
信
可
能
な
地
域
が
さ
ら
に

拡
大
し
ま
す
。
高
画
質
、
高
音
質
、
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を

生
か
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
、
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
従
来
の
ア
ナ
ロ

グ
放
送
に
は
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
備
え

て
い
ま
す
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
並
み
の
高
画
質
、

Ｃ
Ｄ
の
よ
う
な
高
音
質
。
そ
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
の
特
徴
を
生
か
し
た
デ
ー
タ
放
送
に
よ
り
、

き
め
細
か
い
情
報
を
、
各
地
域
の
視
聴
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
い
ち
早
く
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
電
波
障
害
に
強
い
た
め
、
こ
れ
ま

で
電
波
の
届
き
に
く
か
っ
た
地
域
や
移
動
中

の
乗
り
物
の
中
、
さ
ら
に
携
帯
電
話
な
ど
で

も
、
き
れ
い
な
テ
レ
ビ
放
送
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

  

　
今
後
、
位
置
情
報
を
確
認
で
き
る
携
帯
電

話
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
機
器
と
連
動
す
る
こ
と

で
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
さ
ら
に
便
利
な
メ

デ
ィ
ア
に
な
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
街
中
で
携
帯
電
話
で
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
、
番
組
で
放
送
さ
れ
た
お
店
の
位

置
情
報
を
簡
単
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
双
方
向
の
強
み
を
生
か
し
、
そ
の
場
で

ク
イ
ズ
番
組
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
う
し
た
機
能
を
利
用
し
て
、
将

来
的
に
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た

場
合
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
直
ち
に
そ
の

地
域
に
お
け
る
災
害
・
避
難
情
報
を
入
手
で

き
る
よ
う
な
し
く
み
も
可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。 
  

　
平
成
１５
年
１２
月
か
ら
、
関
東
・
近
畿
・
中

京
の
三
大
広
域
圏
で
始
ま
っ
た
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
。
平
成
１６
年
末
ま
で
に
は
、
富
山
、

神
奈
川
、
茨
城
、
岐
阜
、
兵
庫
の
各
県
で
も
、

放
送
が
開
始
さ
れ
、
全
国
で
お
よ
そ
１,
９

４
０
万
世
帯
が
試
聴
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
一
部
の
地
域
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

な
ど
を
通
じ
て
の
放
送
も
開
始
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
１８
年
末
ま
で
に
は
、
す
べ
て

の
県
庁
所
在
地
で
の
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
詳
し
い
受
信
可
能
地
域
や
、
住
ん
で
い
る

地
域
で
の
放
送
開
始
時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
、

下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

社団法人　地上デジタル放送推進委員会 
『D-pa：放送エリアのめやす』 

～デジタルテレビ放送。例えばできる、こんなこと～ 

　放送中のテレビ番組に登場
した商品の購入や、旅行番組
で紹介された宿の予約などが、
テレビのリモコンから簡単に
できます。 

　これまでのアナログ放送と
異なり、デジタル放送では原理
的に二重映りなどのノイズが
発生しません。移動中や携帯
電話でも、きれいなテレビ放
送が楽しめます。 

　緊急災害などの時には、自
動で受像機のスイッチをオン、
位置情報などを元に、避難情
報の受信が可能になります。 
 



広
田
　
子
さ
ん
（
上
）
と
水
野 

悠
希
さ
ん
（
下
） 

    

　
ひ
が
し
か
わ
観
光
大
使
に
、
ハ
ー
ブ
研
究
家
の

広
田
　
子
（
ひ
ろ
た
せ
い
こ
）
さ
ん
、
Ｕ
Ｈ
Ｂ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
水
野
悠
希
（
み
ず
の
ゆ
う
き
）
さ

ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ひ
が
し
か
わ
観
光
大
使
は
、
東
川
の
魅
力
を
全

国
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
先
進
的
な
情
報
や

提
言
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
東
川
町
出
身
者
や

ゆ
か
り
の
あ
る
方
を
観
光
大
使
と
し
て
任
命
し
て

い
ま
す
。 

　
今
回
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
広
田
　
子
さ
ん
は
、

ハ
ー
ブ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
東
川
に
も
講

演
等
で
数
回
訪
れ
る
な
ど
、
本
町
の
ハ
ー
ブ
振
興

の
さ
き
が
け
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
水
野
悠
希
さ
ん
は
、
現
在
北
海
道
文
化

放
送
（
Ｕ
Ｈ
Ｂ
）
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
幼
少
時
代
を
東
川
町
で
過
ご

し
て
お
り
、
東
川
町
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
非
常

に
強
い
方
で
す
。 

　
今
後
広
田
さ
ん
、
水
野
さ
ん
に
は
観
光
大
使
と

し
て
、
活
動
の
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
東
川
町
の
Ｐ

Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

          

　
９
月
２６
日
∂
、
東
川
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
道
草
館
で
、
ひ
が
し
か
わ
観
光
大
使
の

広
田
　
子
さ
ん
を
招
き
、
「
ハ
ー
ブ
が
あ
る
と
こ

ん
な
に
楽
し
い
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
催
し
は
、
町
内
の
ハ
ー
ブ
愛
好
家
で
つ
く

る
、
ハ
ー
ブ
フ
レ
ン
ド
が
中
心
と
な
り
実
施
し
た

も
の
で
、
会
場
に
集
ま
っ
た
約
６０
名
が
ハ
ー
ブ
の

栽
培
方
法
や
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
講

演
を
受
け
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
ハ
ー
ブ
フ
レ
ン
ド
会
員
が
持
ち
寄

っ
た
、
爽
や
か
な
ハ
ー
ブ
の
香
り
に
包
ま
れ
、
ハ

ー
ブ
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
栽
培
方
法
に
関

す
る
質
問
を
行
う
な
ど
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
中
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
９
月
２５
日
、
北
町
４
丁
目
に
オ
ー
プ
ン
し
た
町

内
で
初
の
痴
呆
性
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ゆ

う
」
に
お
い
て
９
月
２６
日
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
民
等
約
６０
名
が
参
加
し
た
講
演
は
、
北
海
道

ぼ
け
老
人
を
支
え
る
家
族
の
会
の
立
野
新
平
名
誉

会
長
が
、
「
介
護
や
ぼ
け
」
の
問
題
を
中
心
に
ぼ

け
に
な
っ
た
人
と
の
付
き
合
い
方
や
接
し
方
を
自

分
の
実
体
験
を
交
え
な
が
ら
語
り
、
参
加
者
か
ら

の
う
な
ず
き
と
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
高
知
大
学
医
学
部
看
護
学
科
片
岡
万
里

教
授
か
ら
は
「
我
国
と
海
外
と
の
高
齢
者
施
設
の

実
態
」
と
題
し
、
高
齢
者
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
ゆ
う
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
重
視
型
多
機
能

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
、
高
齢
者
が
そ
の
人
ら

し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
町
と
し
て
も
保
健
福
祉

等
関
係
機
関
と
の
連
携
に
配
慮
し
、
施
設
が
十
分

機
能
す
る
よ
う
支
援
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
大
雪
山
国
立
公
園
の
指
定
７０
周
年
を
記
念
し
て
、

１０
月
９
日
・
１０
日
の
両
日
東
川
町
で
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
大
雪
山
国
立
公
園
の
こ
れ
か
ら
」
（
主
催 

  

実
行
委
員
会
お
よ
び
北
海
道
新
聞
社
）
が
開
催

さ
れ
、
９
日
は
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
記

念
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス

ト
荻
原
健
司
参
議
院
議
員
が
「
大
雪
山
か
ら
世
界

へ
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
「
全
日
本

の
合
宿
で
何
度
も
旭
岳
温
泉
に
足
を
運
び
ま
し
た

が
、
こ
ん
な
に
良
い
コ
ー
ス
が
あ
る
の
だ
と
驚
き

ま
し
た
。
私
が
世
界
で
活
躍
で
き
た
原
点
は
、
大

雪
山
に
あ
り
ま
す
。
」
と
大
雪
山
系
の
魅
力
を
熱

く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
辻
井
達
一
北
海
道
環
境

財
団
理
事
長
や
小
野
有
五
北
海
道
大
学
教
授
、
青

木
次
郎
上
川
支
庁
長
ら
５
人
が
、
大
雪
山
の
現
状

や
将
来
の
あ
り
方
を
議
論
し
ま
し
た
。 

　
会
場
を
埋
め
つ
く
し
た
１７０
人
の
参
加
者
は
、
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
１０
日
は
、
旭
岳
温
泉
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
―

ス
で
自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
町
内
・
外
か
ら
３１
人
が
参
加
し
て
、
大
雪
山
自

然
学
校
の
荒
井
一
洋
さ
ん
ら
３
人
の
案
内
で
、
ア

カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
森
と
湿
原
を
歩
き
な
が
ら
植
生
や

地
形
を
見
て
回
り
ま
し
た
。 

　
国
際
的
な
奉
仕
団
体
で
世
界
各
地
で
慈
善
事
業

を
行
っ
て
い
る
東
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
上
田

亮
一
会
長
）
が
１０
月
５
日
、
東
神
橋
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
の
清
掃
及
び
化
粧
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
催
し
は
奉
仕
活
動
を
各
地
で
一
斉
に
行
う

世
界
ラ
イ
オ
ン
ズ
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
当
日
は
清
掃
の
ほ
か
交
通
安
全
街
頭
啓
発

も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
先
に
北
海
道
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
彫
刻
家
松

田
与
一
さ
ん
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
は
平
成
元
年
以
来
１
度
も
補
修
さ
れ
た
こ
と

が
な
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
変
色
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
当
日
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
松
田
さ
ん
の
監
修

の
も
と
、
き
れ
い
に
着
色
さ
れ
力
強
い
姿
を
取
り

戻
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ク
ラ
ブ
で
は
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続

け
町
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
お
話
し
て

い
ま
す
。 

～大雪山国立公園７０周年記念フォーラム～ 



　
全
国
的
に
は
市
町
村
合
併
の
動
き

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、東
川
町
は
当
面

「
単
独
で
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
」を

進
め
て
い
ま
す
。 

　
近
郊
の
旭
川
市
を
中
心
と
す
る
８

町
は
い
ず
れ
も
単
独
自
立
の
道
を
選

択
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
７
月
１
日
よ
り
、町
の
公
共

施
設
有
料
化
な
ど
を
皆
さ
ん
に
ご
負

担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、町
と
し

て
も
自
立
に
向
け
行
財
政
改
革
や
定

住
促
進
対
策
、地
域
経
済
の
活
性
化

対
策
な
ど
の
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
結
果
、町
の
人
口
も
１
年
間
で

８０
名
程
度
増
加
し
、大
手
企
業
の
進

出
や
増
設
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

■職員給与費の削減（効果額 約７３，０００千円） 
  ・組織機構の見直し 
  ・町長など常勤特別職の給与引き下げ（１０％減額） 
  ・一般職員の給与引き下げ（人事院勧告による） 
  ・定年等退職者の欠員補充の抑制 
  ・町職員の公社派遣 
　（東川町土地開発公社・東川町振興公社） 
■臨時職員費用の削減（効果額 約１０,８００千円） 
  ・派遣委託職員から短時間採用職員への見直し 
  ・正職員による清掃業務等の実施 
■非常勤特別職経費の削減（効果額 約２，４００干円）  
　・議会議員政務調査費引き下げ（３分の１引き下げ） 
  ・日額報酬特別職の報酬額の見直し 
■経常的経費の削減（効果額 約５２，５００千円） 
  ・工事諸経費の見直し 
  ・印刷物の統合とカラー印刷の縮減 
  ・外部委託の直営化 
  ・消耗品費等の削減 
 

■公共料金の改定（効果額 約２６，４００千円） 
  ・公共施設使用料の町民有料化 
  ・各種手数料の改定 
  ・各種講座参加料の改定 
  ・公営住宅家賃改定 
  ・下水道使用料改定 
  ・下水道受益者負担金制度導入 
■各種補助金の新規導入（効果額 約４５，７００千円） 
  ・介護予防、地域支え合い事業補助金 
  ・芸術文化環境づくり支援事業補助金 
  ・地域政策総合補助金 
  ・公営住宅家貸収入補助金 
 

■大雪地区広域連合で事務処理 
　美瑛町・東神楽町・東川町の３町で広域連
合を設立し、国民健康保険・介護保険・老人保
健・福祉医療助成事務を共同処理する事によ
り、人件費等の縮減合理化を図っています。 
 

　東川風住宅設計指針を満たす住宅を新築（購
入）する場合の補助制度 
■指定区画 
　物置又はカーポートと木製家具で７０万円以内 
■その他の地区 
　木製家具２０万円以内 
■平成１５年度実績　１４戸 
■平成１６年度予定　２０戸  
 

　賃貸アパートを建設する場合の補助制度 
■町内業者建築の場合 
　１戸当り建築費の３分の１以内（上限１８０万円） 
■町外業者建築の場合 
　１戸当り建築費の３分の１以内（上限１３０万円） 
■平成１５年度実績　１３棟６７戸 
■平成１６年度予定　１１棟５２戸 
 

　既存の住宅を賃貸住宅に改修する場合の補助制度 
■改修工事費の３分の１以内（上限５０万円以内）  
 

　町外の方が町内に新たな企業を建設（取得）した
場合に固定資産税の軽減と緑化に対する補助制度 
■実績 
  ・日本メディカルプロダクツ ４.３ha 工場用地造成 
  ・グループホーム「ゆう」　定員１８名施設建設 
 

　町内において新たに事業活動を行う場合の
補助制度 
■平成１５年度実績　３事業者 
■平成１６年度予定　４事業者 

　町内の事業者の方が新たに投資をした場
合に固定資産税の軽減と緑化に対する補助
制度 
■実績 
  ・昭和木材　２.１ha　工場用地拡張 

■主な取り組み 
  ・「ほしのゆめ」新米キャンペーン 
  ・米缶「ほしのゆめ」販売宣伝活動 
  ・発芽玄米の普及・販売及び学校給食への導入 
  ・米粉加工品の販売企画 
 

■主な取り組み 
  ・産業ネットワークセミナー 

※平成１６年７月末の人口は７，６３４人で昨年同時期と比較し８０人増加しています。 

 



平成１６年９月１日オープン 
１日６，６００トンの豊富な湧き水が湧出し、町外か
らも多くの人々が来訪している。 

地域の住民が自ら考え、自ら実行し、地域の活
力が行かせるための再編成の検討 

　
以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
ほ
か
、

上
川
中
央
部
１
市
８
町
で
は
各
助
役

で
構
成
す
る
広
域
行
政
勉
強
会
を
行

い
、
税
金
や
使
用
料
な
ど
の
共
同
徴

収
や
ご
み
の
共
同
処
理
な
ど
に
つ
い

て
、
広
域
行
攻
の
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
 

　
東
川
町
は
「
自
立
し
た
町
づ
く
り
」

を
目
指
し
た
施
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
な
お
一
層
の
行
財
政

改
革
が
必
要
で
す
。
 

　
行
政
事
務
の
簡
素
効
率
化
は
当
然

の
事
で
す
が
、
本
年
度
見
直
し
を
行

わ
な
か
っ
た
各
種
公
共
料
金
や
非
常

勤
特
別
職
の
月
額
報
馴
等
に
つ
い
て

も
見
直
す
予
定
で
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
国
は
今
後
も
市
町
村
合
併

を
推
進
す
る
方
針
は
変
え
て
お
ら
ず
、

現
在
の
市
町
村
合
併
特
例
法
が
平
成

１７
年
３
月
３１
日
（
本
年
度
未
）
で
期

限
切
れ
と
な
る
た
め
新
た
な
法
律
を

つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 ＊
 

 新
市
町
村
合
併
特
例
法
（
平
成
１７
年

度
か
ら
５
年
間
の
時
限
法
）
 

・
平
成
１７
年
度
以
降
に
合
併
す
る
場

合
は
、
旧
市
町
村
単
位
に
法
人
格

を
有
す
る
「
区
」
（
合
併
特
例
区
）

を
５
年
間
設
置
で
き
る
。
 

・
地
方
交
付
税
は
最
長
５
年
間
旧
市

町
村
単
位
で
算
定
す
る
が
、
有
利

な
地
方
債
な
ど
の
財
政
措
置
は
な

く
な
る
。
 

・
総
務
大
臣
は
市
町
村
合
併
の
基
本

方
針
を
策
定
す
る
。
 

・
都
道
府
県
知
事
は
、
市
町
村
合
併

の
推
進
に
関
す
る
構
想
を
策
定
し
、

申
請
に
基
づ
い
て
、
合
併
協
議
会

に
係
る
あ
っ
せ
ん
・
調
停
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
都
道
府
県
知
事
は
、
合
併
協
議
会

設
置
の
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
 

 現
行
の
市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
 

・
卒
成
１７
年
３
月
３１
目
ま
で
に
議
会

の
議
決
を
経
て
合
併
申
請
を
行
い
、

平
成
１８
年
度
末
ま
で
に
合
併
し
た

場
合
は
、
現
行
の
合
併
特
例
法
を

適
用
す
る
。
 

 地
方
自
治
法
の
改
正
 

・
住
民
自
治
の
強
化
等
を
目
的
と
す

る
「
地
域
自
治
区
」
を
創
設
す
る
 

・
人
口
１０
万
人
未
満
の
市
町
村
の
収

入
役
制
度
の
廃
止
を
認
め
る
 

・
議
会
の
定
例
会
の
招
集
回
数
の
自

由
化
 

・
財
務
会

計
制
度

の
改
正

（
支
出

命
令
の

簡
素
化
・

長
期
継

続
契
約

の
対
象

範
囲
の

拡
大
）
 



はカラダの中で、さまざまな働きをしています。
人のカラダのあらゆる部分に必要な水。大人の

カラダは約60％が水で出来ています。水はカラダの中
でとても大切な働きをしています。今回は、その働きに
ついてご紹介します。 
▽血液循環のため　血液が体内を循環するには、血
液中に十分な水分が必要 
▽体温調節のため　汗をかくことで体温を調節する
ために水分が必要 
▽老廃物排泄のため　体内でできた老廃物を尿と
して排泄するために水分が必要 
▽栄養吸収のため　腸などから栄養を吸収したりす
るために水分が必要 
　人間の身体が新陳代謝を繰り返し、正常に機能する
ためには、水分が必要です。 
　この必要不可欠な水分を私達は、成人で1日におよ
そ2.5リットルも失ってしまいます。そのため、食事だけ
では補いきれない約1.5リットルの水分を補給する必要
があるのです。そして補給する水分はカラダに有益な
ミネラルを含んだミネラルウォーターが、飲用水として
適しています。 
■水が「代謝力」をつける。「代謝力」を衰えさせ
ない。 

　代謝力が上がる、ということは、身体の生理機能が効
率よく働くことを指します。 
　したがって、それぞれの身体にもともと備わっている
病化や劣化を防ぐための機能、自然治癒能力を、各自
の体の中で目覚めさせ、しっかりと働かせることが可能
となります。 

　栄養素などの消化吸収
は、水に溶けた物質の化
学反応で進行していきま
す。代謝が低下し、体内の
水の循環が良好でなくな
ると、十分な栄養素がとれ
なくなり、体調不良に陥り
やすくなります。加えて、
老廃物の排出がスムーズ

でなくなり健康な状態を維持しにくくなっていくことも
考えられます。 
　水分を上手に摂取し「代謝力」を目覚めさせ、続ける

ことが、リフレッシュ上手な身体を維持でき、忙しい現代
人にマッチした、手軽な健康習慣と言えましょう。 
■美味しく朝ごはん。朝、コップ一杯の水から
始めましょう。 

　朝は、一日のうちでも体が最も水を求めているとき
です。人間は睡眠中、とくに暑さを感じていない時でも
コップ一杯程度の汗をかきます。さらに目が覚めると
尿として水分を排出しますから、朝いちばんは体が乾
ききってしまって、まるで乾燥したスポンジのような状
態にあります。 
　体が脱水状態になってい
るということは、血液の水分
割合が減って、ドロドロ状態に
なっているということ。従って
朝は血液の流れが悪いため、
臓器の活動も鈍く、頭もぼん
やりしています。 
　このことからも、朝に一杯の水を飲むことは、水不足
で粘り気が強くなっている血液をサラサラにして、血流
を正常にし、体をリフレッシュさせてくれるのです。 
　また、水は胃や腸を刺激し目覚めさせる役割も果し
ます。朝起きた時には胃は空っぽの状態ですから、水
を飲むことが胃にとっては目覚めの合図となるのです。
すると、それにともない腸もぜん動運動を起こす準備
を始めます。このぜん動運動が活発化することによって、
朝の排便もスムーズにいく場合が多いのです。起きが
けのコップ一杯の水が、胃や腸のスイッチを入れ、美味
しく朝ごはんが食べる事が出来る様になります。 
　最近、大人だけではなく子供にも朝食が食べられな
いと言う子が増えていると言われています。これは（お
もに夜更かしや夜遅くに食事を摂ると言った行為によ
って）生活リズムが安定していない事が原因と言われ
ています。成長期における食生活は特に重要で、食の
リズムが安定していないと集中力・記憶力の低下や体
調不良の原因にもなります。学校給食でも子供たちに
必要な栄養のバランスやエネルギー量を考えて提供
していますが、自宅での朝食や夕食は食生活の中心で、
なかでも朝食を美味しく食べる事が、その日一日を元
気に活動できる事になります。 
　その食のリズムを整えるためにも、朝、コップ一杯の
水を飲む事から始めてみませんか？ 



町教委では、この「情報ネットワーク」
を通して、町民の方々が生涯学習を
進めていくための学習、研修、健康づ
くりに関する情報を提供しています。 
また、町民の皆さまの希望や意見を
伝えるページとしても活用したいと考
えています。こんなサークルを作りた
い、また参加してみたい、こんな学習
資料、指導者の情報を提供してほし
い、こんな事業を計画してほしいなど、
広く取り上げていきたいと思いますの
で、どしどしご意見・ご希望をお寄せく
ださい。 
連絡先／右記の各施設担当までお
願いします。 

「みんなでつくろうあったか」標語 
　　　 （平成１５年度入選作品） 

入　選 高校生の部 

（東川高　３年　吉田明日香） 
（おはよう　ありがとう　しつれいします　すみません） 

子育てネット「たんぽぽ」１１月のお知らせ 
　対　象　町内に住んでいる新生児～就学前の親子ならどなたでも（会員随時募集中です。） 
《テーマ１》おかず１品持ち寄りパーティー 
　と　き　１１月１１日∫　午前１０時３０分～午後３時 
　ところ　東川町農村環境改善センター（和室） 
　持ち物　おかず１品（２～３人前位）、ご飯、はし、皿 
　申込み　不要 
《テーマ２》秋の茶話会 
　と　き　１１月２５日∫　午前１０時３０分～午後３時 
　ところ　東川町農村環境改善センター（和室） 
　持ち物　お弁当 
　申込み　不要 
　お問い合わせ　役場保健福祉課　保健師まで（@８２－２１１１） 

相談日　１７日（水） 
時　間　午前１０時～午後４時 
相談要領　電話相談（来室可） 
専用電話　@８２－４２２５ 

 
 
 
　標記大会を次のとおり開催いた
します。町内のみなさん奮ってご
参加ください。 
期　　日　１１月２８日∂ 
日　　程　受付／午前８時５０分、
開会式／午前９時２０分、競技開始
／午前９時３０分 
会　　場　東川町海洋センター 
参加対象　ミニバレー協会会員並
びに町内に在住または勤務してい
る者 
競技種目 
●リトルジュニアの部 
小学１年生～３年生２名と大人２名 
●ジュニアの部 
小学４年生～６年生２名と大人２名 
編　　成　選手登録は６名以内と
し試合出場は子どもと大人各２名
とする。男女の制限はしない。 
表　　彰　優勝・準優勝・第３位に
は賞品、全チームに参加賞を贈る 
参 加 料　１チーム１，０００円（傷害
保険料を含む） 
参加申込　参加チームは選手名簿
を１１月１６日∏までに東川町海洋セ
ンター宛にお申し込みください。
（期限を過ぎてからの申込みは受
付しませんのでご了承ください。） 
　なお、参加料は当日受付にて徴
収します。 
お問い合わせ　東川町海洋センタ
ー内事務局　@８２－４６００ 
 
 
 
 
　標記大会をつぎのとおり開催し
ます。職場、サークル等お誘い合
わせのうえ奮って参加してください。 
日　　時　１１月２１日∂　開会式…
午前９時から 

場　　所　東川町海洋センター 
参加対象　一般男女（中学生以上） 
チーム編成および試合方式　男女
混合６人制・リーグ戦 
参加申込　１１月１２日ªまでに東川
町バレーボール協会事務局（役場
保健福祉課　大角）へお申し込み
ください。 
参 加 料　１チーム２，０００円（学生
チーム１，５００円） 
 
 
 
 
９月１２日∂留萌市 
※誌面の都合により１位のみ掲載 
｢平泳ぎ｣ 
◇８歳以下女子５０ｍ  
１位　皆木悠莉奈（大会新） 
「背泳ぎ」 
◇１１・１２歳男子２５ｍ 

１位　吉田泰征（大会新） 
◇１１・１２歳女子５０ｍ 
１位　成田しほ 
◇１１・１２歳女子１００ｍ 
１位　成田しほ（大会新） 
「バタフライ」 
◇８歳以下男子２５ｍ 
１位　五十嵐友嗣（大会新） 
◇８歳以下女子２５ｍ 
１位　皆木悠莉奈（大会新） 
 
 
 
９月２６日∂留萌市 
◇小学１年生の部　 
３位　白幡　翔 
◇小学３年生の部 
３位　田中　歩 
◇小学４年生の部 
２位　長瀬　綾香 
 

大会結果のお知らせ 

第１８回全町ふれあいミニバレー大会 
を開催します 

第18回全町バレーボール大会を 
開催します 

第１３回留萌水泳競技大会 
 

第１０２回西部北海道柔道大会 

カンニング ラフ⇒チケット ヒロシ 

東川町開拓１１０年記念事業〈東川町文化ギャラリー開設１５周年記念 特別展〉 

「風騒」佐藤　太清 

■開館時間　午前１０時～午後６時（入館は、いずれも閉館３０分前まで） 
■休館日　なし 
■観覧料　町民 １００円（８０円） 
　　　　　町外 ２００円（１６０円） 
　　　　　※中学生以下は無料、（　）内は１０名以上の団体割引料金 

「鵬」宮永　岳彦 

（入館料） 

■ミニ講演会 １１.１４∂ 
場所　東川町文化ギャラリー 
　　　（第４展示室） 
時間　午後６時～ 
講師　吉田友宏氏（日本画） 
　　　佐藤道雄氏（洋画） 



東川町英語指導助手 東川町英語学習指導員 

第7回 

　現在、町の英語指導助手（AET）として子ども達に生き
た英語を伝えてくれているキンバリー・八千代･マルヤマ
さん（愛称：キムさん）。 
　東川に来て１年２カ月がたち、最初はほとんどしゃべるこ
とができなかった日本語が今や誰もが感心するほどできる
ようになりました。 
　そこでキムさんの日本語の勉強の方法が私達の英語の
勉強の参考になると思い、彼女流の日本語の学びかたにつ
いて尋ねてみました。今月と来月の２回にわたってインタ
ビューの模様をお届けします。 

外国人の日本語習得法から学ぶ 



　
「
年
金
」
と
聞
く
と
、
ず
っ
と
先

の
こ
と
と
つ
い
考
え
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
国
民
年
金
に
は
老
後
に
受
け
取
る

こ
と
の
で
き
る
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
い
つ
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
不

幸
に
対
し
て
保
障
す
る
制
度
な
ど
も

あ
り
ま
す
。 

○
６５
歳
に
な
っ
た
ら 

　
　
　
　
　
　
　
…
老
齢
基
礎
年
金 

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
に
加

入
し
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除

期
間
も
含
む
）
が
２５
年
以
上
あ
る
方

が
６５
歳
に
な
る
と
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
期
間
で
未

加
入
ま
た
は
未
納
の
期
間
が
あ
る
場

合
は
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
） 

○
体
に
障
害
を
も
っ
た
と
き 

　
　
　
　
　
　
　
…
障
害
基
礎
年
金 

　
加
入
者
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
、
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
障
害
の

程
度
に
該
当
し
、
保
険
料
を
収
め
た

期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
が
一
定

の
納
付
要
件
に
該
当
す
る
方
が
受
給

で
き
ま
す
。 

○
一
家
の
働
き
手
を
亡
く
し
た
と
き 

　
　
　
　
　
　
　
…
遺
族
基
礎
年
金 

　
国
民
年
金
に
加
入
し
一
定
の
給
付

要
件
に
該
当
す
る
方
や
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
の
あ
る
方
が
亡

く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
人
に
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
１８
歳
未
満
の
子
供

を
持
つ
妻
や
子
供
が
受
給
で
き
ま
す
。 

　
年
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
旭
川
社
会
保
険
事
務
所

（
@
２７
ñ
１
６
１
１
）
ま
た
は
税
務

住
民
課
（
@
８２
ñ
２
１
１
１
）
へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

  

    

　
町
で
は
、
み
な
さ
ん
が
快
適
で
健

康
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
為
に
は
多
く
の
費
用
も
必

要
に
な
り
、
そ
の
自
主
財
源
と
し
て

最
も
根
幹
と
な
る
の
が
「
税
金
」
収

入
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
し
て

「
税
金
」
の
公
平
な
負
担
と
貴
重
な

自
主
財
源
の
確
保
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

●
町
税
第
３
期
分
の
納
期
は
１１
月
３０

日
で
す
。 

　
町
税（
町
道
民
税
・
固
定
資
産
税
）

の
３
期
分
の
納
期
限
は
１１
月
３０
日
∏

で
す
。
期
限
内
に
納
税
を
済
ま
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た

預
貯
金
口
座
の
残
高
を
確
認
い
た
だ

き
、
自
動
引
落
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
納
税
が
遅

れ
ま
す
と
、
督
促
状
や
催
告
状
が
送

ら
れ
て
き
た
り
、
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
（
残
高
不
足
等
で
振

替
納
税
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
も
含

み
ま
す
。
） 

　
な
お
、
滞
納
す
る
と
財
産
を
調
査

さ
れ
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

●
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を 

　
電
気
料
、
電
話
料
な
ど
と
同
じ
よ

う
に
町
税
な
ど
を
自
動
的
に
納
付
で

き
る
口
座
振
替
を
次
の
金
融
機
関
等

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

取
扱
金
融
機
関
　
Ｊ
Ａ
東
川
、
北
央

信
用
組
合
東
川
支
店
、
郵
便
局 

手
続
き
方
法
　
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
が
税
務
住
民
課
ま
た
は
指
定
す

る
金
融
機
関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
の

で
、
納
付
書
、
預
貯
金
通
帳
、
届
出

印
を
持
参
の
う
え
、
納
期
限
前
１５
日

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
便
局
は
１
カ
月
前
ま
で
） 

お
問
い
合
わ
せ
　
納
税
に
つ
い
て
の

相
談
は
税
務
住
民
課
総
合
収
納
対
策
室

（
@
８２
ñ
２
１
１
１
内
線
１２１
・
１２９
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

私
達
を
守
って
く
れ
る
３
つ
の 

基
礎
年
金 

■東川町役場 82-2111 
■公民館 82-3200 
■文化交流館 82-4245 
■文化ギャラリー 82-4700 
■B&G海洋センター 82-4600 
■町立診療所 82-2101 
■大雪消防組合東川支署 82-2310

11月のこよみ 
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 ６日　日本芸術院所蔵作品展（２３日まで） 
 ７日　東川小学校学習発表会 
 　　　第３小学校学芸会 
 　　　スーパーライトショー 
１２日　在宅ケア推進事業映画上映会 
１４日　幼児センターお遊戯会 
２４日　子育て講演会 
２５日　教育委員会議　役場（１３：３０～） 

税
務
住
民
課
住
民
相
談
年
金
係 

相談日　９日（火） 
時　間　午後１時３０分～４時 
場　所　いきいきセンター内 
　　　　　　　　（社会福祉協議会） 
　　　　　　　　　　　  相談室 

行政の相談お受けします 
１１月の定例相談 

税
金
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を 

支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す 

税
務
住
民
課
総
合
収
納
対
策
室 



    

　
平
成
７
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
介

護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業
の
一

環
と
し
て
、
多
く
の
お
年
寄
り
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
家
族
と
共
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
映
画
「
川
の
流
れ
の
よ

う
に
」
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
活
気
を
失
っ
た
漁
村
。
あ
る
雨
の

午
後
、小
説
家
・
百
合
子
が
村
に
や
っ

て
き
て
、
岬
の
一
軒
家
に
落
ち
着
き

村
で
の
生
活
を
始
め
た
。
百
合
子
の

明
る
い
笑
顔
と
生
き
る
事
へ
の
ひ
た

む
き
さ
は
、
沈
ん
で
い
た
老
人
達
の

気
持
ち
を
少
し
ず
つ
動
か
し
始
め
る
。 

　
百
合
子
は
老
人
達
に
忘
れ
て
い
た

何
か
を
思
い
出
さ
せ
た
が
、
百
合
子

の
内
面
で
は
自
分
自
身
の
過
去
と
の

葛
藤
が
続
い
て
い
る
事
を
誰
も
し
ら

な
か
っ
た
… 

　
森
光
子
・
田
中
邦
衛
・
滝
沢
秀
明

氏
を
は
じ
め
豪
華
キ
ャ
ス
ト
で
人
生

の
奥
深
さ
が
感
動
的
に
演
出
さ
れ
て

い
ま
す
。 

日
　
時
　
１１
月
１２
日
ª 

【
昼
の
部
】
開
場
　
午
後
１
時
／
開

演
　
午
後
１
時
３０
分 

【
夜
の
部
】
開
場
　
午
後
６
時
／
開

演
　
午
後
６
時
３０
分 

会
　
場
　
東
川
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
（
公
民
館
）
大
ホ
ー
ル 

内
　
容
　
映
画
「
川
の
な
が
れ
の
よ

う
に
」 

料
　
金
　
前
売
券
５００
円
・
当
日
券
７００

円
（
前
売
券
は
各
実
行
委
員
の
他
に

も
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
な
が
さ
わ
・

山
地
商
店
・
中
西
商
店
・
東
八
ス
ト

ア
ー
・
道
草
館
・
公
民
館
・
実
行
委

員
会
事
務
局
で
も
販
売
し
て
い
ま

す
。） 

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
在
宅
ケ

ア
推
進
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
@
８２
ñ

２
１
１
１
内
線
５０１
・
５０２
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

      

　
東
川
小
学
校
南
角
に
あ
り
ま
し
た

ポ
プ
ラ
の
木
は
、
市
街
地
中
心
部
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
木
と
し
て
親
し
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
町
が
行
な
っ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
整
備
工

事
に
併
せ
て
伐
採
い
た
し
ま
し
た
。 

　
伐
採
後
こ
の
木
を
惜
し
む
声
が
聞

か
れ
ま
す
の
で
、
伐
採
の
経
過
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
整
備
に
あ

た
り
ま
し
て
、
こ
の
木
を
残
す
べ
き

か
検
討
を
し
ま
し
た
が
、
樹
木
の
専

門
家
で
あ
り
ま
す
樹
医
の
方
に
検
査

と
診
断
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
樹

木
の
中
心
部
は
腐
植
し
易
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
樹
高
が
高
い
こ
と
か
ら

強
風
時
に
は
倒
れ
る
危
険
性
が
高
ま

り
、
危
険
木
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
と
の
診
断
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
の
内
容
検
討
や
提
案
を

い
た
だ
い
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
の
路

整
備
推
進
協
議
会
」
等
に
も
相
談
を

し
た
結
果
、
惜
し
ま
れ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
伐
採
を
す
る
こ
と
に
決
定

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
な
お
、
町

民
の
方
の
ご

好
意
に
よ
り
、

こ
の
ポ
プ
ラ

を
記
念
し
て
、

切
り
株
を
利

用
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
製
作
し
町

に
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

      

　
道
道
瑞
穂
東
川
線（
北
５
線
道
路
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
旭
川
土
木
現
業

所
に
お
い
て
例
年
、
上
岐
登
牛
道
路

分
岐
奥
側
４００
ｍ
地
点
に
あ
る
閉
鎖
ゲ

ー
ト
よ
り
奥
に
つ
い
て
は
、
冬
期
間

通
行
止
め
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
冬
か
ら
は
こ
の
地
点
よ
り
１．５
キ

ロ
手
前
の
北
５
線
東
１０
号
原
田
地
先

で
閉
鎖
を
し
て
通
行
止
め
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
通
行
止
め
期
間
は
平
成
１６
年
１０
月

１８
日
よ
り
平
成
１７
年
５
月
２４
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
閉
鎖
地
点

で
は
道
路
の
片
側
車
線
の
み
を
閉
鎖

し
ま
す
の
で
、
積
雪
が
な
け
れ
ば
奥

の
ゲ
ー
ト
ま
で
の
通
行
は
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
都
市
建
設
課
維
持

係 

大
雪
地
区
広
域
連
合 

都
市
建
設
課
土
木
係 

東
川
小
学
校
前
の
ポ
プ
ラ
伐 

採
に
つ
い
て 

都
市
建
設
課
維
持
係 

道
道
の
冬
期
通
行
止
め
に 

つ
い
て 

    

　
国
民
健
康
保
険
料
お
よ
び
介
護
保

険
料
の
第
３
期
分
の
納
期
限
が
１１
月

３０
日
∏
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
の
無
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
今
一
度
、
残
高
の
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
納
入
が
遅
れ
ま
す
と
、
督
促
状
や

催
告
状
の
送
付
対
象
と
な
り
、
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

（
残
高
不
足
等
で
口
座
引
落
し
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
も
含
み
ま
す
。
） 

保
険
料
納
入
に
は
、
便
利
な
口
座
振

替
を
お
奨
め
し
ま
す
。 

　
保
険
料
納
入
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
税
務
住
民
課
総
合
収
納
対
策
室

（
@
８２
ñ
２
１
１
１
　
内
線
１２９
）
ま

た
は
大
雪
地
区
広
域
連
合
（
@
８２
ñ

２
１
１
１
　
内
線
５６２
・
５６４
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

       

受
付
期
間
　
１１
月
１
日
∑
〜
２６
日
ª 

受
付
場
所
　
税
務
住
民
課
住
宅
下
水

道
係
窓
口
（
役
場
庁
舎
１
階
） 

募
集
戸
数
　
５
戸 

持
ち
物
　
印
鑑
・
平
成
１５
年
１
月

か
ら
１２
月
ま
で
の
所
得
の
状
況
が
確

認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉

徴
収
票
等
） 

●
入
居
期
限
付
公
営
住
宅 

　
建
替
え
の
関
係
で
平
成
２１
年
３
月

３１
日
ま
で
の
入
居
期
限
付
住
宅
。
建

替
え
に
伴
う
移
転
補
償
の
支
給
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
公

営
住
宅
へ
の
あ
っ
せ
ん
も
行
い
ま
せ

ん
。 

募
集
団
地
　
清
流
団
地
Ｃ
４
・
Ｄ
４
棟 

場
　
　
所
　
西
町
３
丁
目
７
番 

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃
　
２
Ｄ
Ｋ
（

３９．６
fl
）
・
２
戸
・
６，
１
０
０
円
〜
１

万
１，
０
０
０
円 

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等 

昭
和
４８
年
・
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
、

井
戸
ポ
ン
プ
、
灯
油
タ
ン
ク
、
浴
槽

は
入
居
者
設
置
、
物
置
な
し
、
駐
車

場
な
し 

※
家
賃
は
収
入
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。 

入
居
資
格
　
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居

住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人
。 

A
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
い
る
方 

B
単
身
者
は
５０
歳
以
上
の
方 

（
※
生
活
保
護
者
等
に
よ
っ
て
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
） 

C
世
帯
の
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る 

収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
（
月
額
所

得
が
２０
万
円
未
満
※
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
） 

●
単
身
者
用
特
定
公
共
賃
貸
住
宅 

募
集
団
地
　
ア
ヴ
ニ
ー
ル
Ⅰ 

場
　
　
所
　
西
町
１
丁
目
９
番 

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
３７．２
fl
）
・
２
戸
（
１
階
１
戸
、
２

階
１
戸
）
・
３
万
４００
円
〜
４
万
２００
円 

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等 

平
成
６
年
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
、
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付

き
）
、
物
置
付
き
、
駐
車
場
１
台 

●
家
族
向
け
特
定
公
共
賃
貸
住
宅 

募
集
団
地
　
南
団
地
Ｂ
２ 

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
８０．９
fl
）
・
１
戸
（
２
階
）
・
５
万 

５，
７
０
０
円
〜
７
万
３，
５
０
０
円 

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等 

平
成
１０
年
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
、
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付

き
）
、
物
置
付
き
、
駐
車
場
１
台 

入
居
資
格
　
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居

住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人
。（
単
身
者
用
は

５０
歳
未
満
の
単
身
の
方
） 

A
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
い
る
方 

B
世
帯
の
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る 

収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
（
月
額
所

得
が
２０
万
円
〜
６０
万
１，
０
０
０
円
未

満
） 

選
考
方
法
　
公
営
住
宅
等
入
居
者
選

考
委
員
会
を
開
催
し
入
居
者
を
決
定
。

※
上
記
委
員
会
で
決
定
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
公
開
抽
選
会
を
開
催
し
ま

す
が
開
催
日
は
未
定
で
す
。 

敷
　
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分 

お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
住
宅

下
水
道
係
@
８２
ñ
２
１
１
１
（
内
線

１２９
） 

      

　
町
で
は
住
民
と
の
対
話
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
開
か
れ
た
親
し
み
や
す

い
行
政
を
す
す
め
る
た
め
、
町
内
各

施
設
に
「
町
民
の
声
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を
設

置
し
ま
し
た
。 

　
町
政
に
対
し
お
気
づ
き
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら「
町
民
の
声
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

に
備
え
付
け
の
ハ
ガ
キ
を
利
用
し
、

ご
意
見
・
ご
要
望
を
記
入
の
う
え
広

報
広
聴
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い

（
郵
送
料
不
要
で
す
） 

町
民
の
声
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
場
所
　
役
場

庁
舎（
企
画
総
務
課
、
税
務
住
民
課
、

産
業
振
興
課
、
保
健
福
祉
課
、
都
市

建
設
課
、
町
民
ロ
ビ
ー
）
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
東
川
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
町
立
診
療
所
、
文
化
交
流
館 

お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
広
報

広
聴
係
　
@
８２
ñ
２
１
１
１
（
内
線

１２３
） 

  

保
険
料
第
３
期
分
の
納
期
は 

１１
月
３０
日
で
す 

税
務
住
民
課
住
宅
下
水
道
係 

入
居
期
限
付
公
営
住
宅
・
特 

定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者 

を
募
集
し
ま
す 

税
務
住
民
課
広
報
広
聴
係 

町
民
の
声
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
ご
利
用 

く
だ
さ
い 

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

在
宅
ケ
ア
推
進
事
業
映
画 

上
映
会
を
開
催
し
ま
す 

　大切な自然をリサイクルで守りたい「リサイクルの木」
の僕は、枝にたくさんの「リサイクルの実（Ｒ）」を実ら
せています。 
　もっともっとリサイクルの実を増やしたいので皆さん
一緒にリサイクル活動をがんばりましょう。 

役場で行う工事等の入札及び工事・業務発注結果をお知らせします。 
今月は、平成１６年９月１５日から２１日までに実施した結果です。 
お問い合わせは都市建設課管理係（@ 82-2111）まで 

入札および工事・業務発注結果のお知らせ 

入札執行日 

平成１６年９月１５日 

平成１６年９月２１日 

工事名 

勇駒別温泉道路舗装新設工事 

北１線道路改良工事 

平成１６年度公営住宅西団地解体工事 

老人保健センター内部改修工事 

特環下水道西部処理区管渠新設工事（第５工区）その２工事 

西１１号北道路路面補修工事 

区分 

工　事 
工　事 

工　事 
工　事 

工　事 
工　事 

請負業者 

花本建設ñ ６９,６２５,５００ 

１,５３３,０００ 

３５,６７９,０００ 
１１,５５０,０００ 

３,９４８,０００ 
４,５４６,５００ 

６６,１５０,０００ 

１,４７０,０００ 

３４,１２５,０００ 
１１,０２５,０００ 

３,７８０,０００ 
４,２００,０００ 

高橋建設ñ 

ñ藤田組 
松井組工建ñ 

ó谷地建設 
花本建設ñ 

予定価格（円） 請負価格（円） 契約方法 
入　　札 
入　　札 

入　　札 
入　　札 
入　　札 

随　　意 

皆さんも僕と一緒に 
　　リサイクルの実を 
　たくさん実らせようね。 
 



   

　
１０
月
１５
日
、
三
原
真
琴
さ
ん
（
西

町
３
丁
目
・
東
川
町
国
際
文
化
交
流

協
会
事
務
局

長
）
が
役
場

を
訪
れ
、
三

原
さ
ん
が
描

か
れ
た
姉
妹

都
市
カ
ン
モ

ア
町
の
シ
ン

ボ
ル
「
ス
リ

ー
シ
ス
タ
ー
ズ
」
の
油
絵
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。 

      

　
１０
月
８
日
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
上
川 

代
表
の
遠
藤
優
会
長
他
会
員
１３
名
が

幼
児
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
農
業
農
村

整
備
事
業
の
実
施
が
よ
り
一
層
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
国
営

事
業
で
整
備
し
た
せ
せ
ら
ぎ
水
路
周

辺
の
環
境
整
備
と
し
て
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
の
園
庭
に
イ
タ
ヤ
楓
３
本
・
プ

ル
ー
ン
１
本
・
リ
ン
ゴ
１
本
が
会
員

の
手
で
植
栽
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
セ
ン
タ
ー
で
大
き
く
育

て
て
沢
山
の
実
が
生
る
の
を
園
児
み

ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

        

　
９
月
１５
日
か
ら
１０
月
１５
日
ま
で
に

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
方
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》 

２７　
　
　
　
区
　
堀
一
　
徳
正
　
様 

東
町
１
丁
目
　
向
　
　
朝
子
　
様 

南
町
３
丁
目
　
桃
井
　
　
達
　
様 

東
町
１
丁
目
　
伊
藤
　
　
孝
　
様 
  

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て
毎
月

第
３
木
曜
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
社
協
相
談
室
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と

相
談
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

    

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生

を
防
止
し
、
健
康
の
保
護
と
生
活
環

境
の
保
全
を
目
的
と
し
て
、
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
道
内
で
は
、
１１６
市
町
村
が
「
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
た
「
指

定
地
域
」
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急
自

動
車
・
身
体
障
害
者
の
使
用
す
る
車

両
等
を
除
き
、
「
指
定
地
域
」
内
で

は
、
積
雪
・
凍
結
の
状
態
に
な
い
舗

装
道
路
の
部
分
に
お
い
て
、
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
指
定
地
域
以
外
の
区
域
に

つ
い
て
も
「
北
海
道
脱
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
推
進
条
例
」
に
よ
り
、
脱
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
推
進
期
間
を
定
め
て
、

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
車
両

を
運
行
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。 

道
民
の
み
な
さ
ん
へ 

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生

を
防
止
す
る
た
め
、
道
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

A
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
は
積
雪 

・
凍
結
路
面
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
法
律
に
よ
る
規
制
内
容
を
十
分

ご
理
解
の
上
、
適
切
に
履
き
替
え
る

な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。 

B
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
類
似
品
に
つ
い

て
は
、
環
境
省
に
よ
っ
て
取
扱
い
が

明
確
に
さ
れ
、
今
年
の
冬
か
ら
は
、

金
属
類
を
タ
イ
ヤ
の
溝
に
装
着
し
た

場
合
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
特

に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
環
境
生
活
部
環
境

室
環
境
保
全
課
　
@
０１１
ñ
２３１
ñ
４
１

１
１
（
内
線
２４
ñ
２６３
） 

     

　
年
末
資
金
の
準
備
は
お
す
み
で
し

ょ
う
か
。国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、

例
年
ど
お
り
年
末
事
業
資
金
を
取
扱

い
中
で
す
。 

　
ま
た
、
新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ

る
方
へ
の
ご
融
資
の
相
談
も
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
。 

　
年
末
の
商
品
仕
入
れ
や
手
形
の
決

済
、
従
業
員
へ
の
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払

い
な
ど
に
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
資

金
を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

年
末
は
お
申
込
が
集
中
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
ご

相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
東
川
町
商
工
会
、
ま
た

は
国
民
生
活
金
融
公
庫
旭
川
支
店（
旭

川
市
４
条
通
９
丁
目
　
@
２３
ñ
５
２

４
１
、
融
資
相
談
係
）
ま
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

     

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
検
察
官
が
そ
の
事

故
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
不
満
を
お
も
ち
の
方
の
た
め
に

検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
詳
細
は
旭
川
検
察
審
査
会
事
務
局

　
旭
川
市
花
咲
町
４
丁
目
　
旭
川
地

方
裁
判
所
内
@
５１
ñ
６
２
５
１
（
内

３０８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

    
　
１０
月
６
日
、
吉
宮
建
設
株
式
会
社

会
長
　
宮
田
重
作
さ
ん
が
、
ま
た
、

１２
日
に
は
鈴
木
徳
蔵
さ
ん
が
役
場
を

訪
れ
、
「
写
真
の
町
事
業
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。
」
と
町
へ
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

企
画
総
務
課
総
務
係 

幼
児
セ
ン
タ
ー
（
も
も
ん
が
の
家
） 

１１
月
１８
日 

尾
　
池
　
ã
　
男 

　
あ
る
日
、
全
く
身
に
覚
え
が
無

い
先
か
ら
、
次
の
よ
う
な
趣
旨
の

厳
し
い
内
容
の
請
求
書
が
送
ら
れ

て
き
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
。 

＊ 

　
貴
殿
の
ご
利
用
さ
れ
ま
し
た「
電

子
消
費
料
金
未
納
分
」に
つ
い
て
、

ご
契
約
会
社
及
び
回
収
業
者
か
ら

委
託
を
受
け
ま
し
た
。こ
ち
ら「
電

子
消
費
者
民
法
特
別
法
」
上
、
法

務
省
認
可
通
達
書
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
連
絡
無
き
お
客
様
に

つ
き
ま
し
て
は
、
や
む
を
得
ず
裁

判
所
か
ら
の
書
類
通
達
後
、
指
定

裁
判
所
へ
出
延
と
な
り
ま
す
。 

＊ 

　
こ
れ
は
警
視
庁
が
「
利
用
し
た

覚
え
の
無
い
料
金
請
求
に
注
意
」

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
る
具
体
例
の
一
部

で
す
。 

●
架
空
請
求
に
引
っ
か
か
ら
な
い

た
め
に 

　
東
川
消
費
者
協
会
で
は
、
こ
の

様
な
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
う
し
た
事

件
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。 

■
利
用
し
て
い
な
い
場
合
は
使
用

料
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仮
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

有
料
提
供
会
社
か
ら
債
権
譲
渡
通

知
が
な
け
れ
ば
、
債
権
回
収
業
者

に
料
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

■
不
安
や
ト
ラ
ブ
ル
に
関
わ
り
た

く
な
い
な
ど
と
思
っ
て
、
一
度
で

も
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
ま
た
新

た
な
請
求
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。 

■
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ

ー
ル
な
ど
で
先
方
に
連
絡
を
と
れ

ば
、
そ
の
こ
と
で
電
話
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な

ど
の
個
人
情
報
が
先
方
に
知
ら
れ

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
避
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

■
先
方
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
郵

便
や
メ
ー
ル
と
い
っ
た
関
係
文
書

は
、
念
の
た
め
保
管
し
て
お
く
こ

と
。
あ
と
で
捜
査
の
材
料
や
証
拠

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

■
さ
ら
に
脅
か
し
や
悪
質
な
取
り

た
て
を
受
け
た
場
合
は
、
日
時
・

内
容
等
を
記
録
し
て
お
き
、
ト
ラ

ブ
ル
に
な
り
そ
う
な
場
合
に
は
、

す
ぐ
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
立
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
@
０１１
ñ
２１１
ñ
０
１

１
０
お
よ
び
上
川
相
談
所
@
４９
ñ

４
０
８
９
ま
た
は
東
川
消
費
者
協

会
@
８２
ñ
２
１
１
１
内
線
１２２ 

 

実際に届いたハガキの例 

この度ご通知致しましたのは、貴殿のご利用されました
「電子消費料金未納分」について、ご契約会社及び回収
業者から委託を受けましたので当局までご連絡下さい。
こちら「電子消費者民法特例法」上、法務省認可通達書
となっておりますので、連絡無きお客様につきましては
やむを得ず裁判所からの書類通達後、指定裁判所へ出廷
となります。また裁判後の措置と致しまして給料差し押
さえ及び、動産物、不動産差し押さえを強制執行させて
頂きますゆえ、当局と執行官による「執行証書の交付」
を承諾して頂くようお願いすると同時に、債権譲渡証明
書を一通郵送させて頂きますので承諾の上ご返送下さい。 
尚、書面での通達となりますのでプライバシー保護の為
書類金額・支払い方法等は当局職員までご連絡下さい。 
以上を持ちまして最終通告とさせて頂きます。 

営業時間　８：００～１８：００　休業日　土・日・祝 

〒１０３－００２７　東京都●●●●●●● 

　法務局認可特殊法人　●●●●●●● 

　代　表　●●－●●●●－●●●● 

　北海道では、次代を担う中学生のみなさんを対象に「税」をテーマとしたポ
スターを募集します。 
募集概要 
用　　紙　原則として画用紙八つ切り（約27⁄

×38⁄） 
使用画材　水彩絵の具またはポスターカラー 
募集期間　平成16年10月1日ªから平成17年

1月24日∑まで 
送 付 先　各中学校を通じて、上川支庁税務部

または名寄道税事務所まで 
発　　表　審査の結果は、平成17年2月中旬に

入賞者の学校に通知します。 
そ の 他　入賞作品は道税ポスターやリーフレ

ットに使用するなど、道税の広報に活用させていただきます。 
主　催：北海道　　後　援：北海道教育委員会 

※募集内容等の詳細は、中学校配布の募集要領をご覧ください。 
東川町・東川町交通安全協会・ 
東川駐在所 
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北海道知事賞　入賞 
静内町立静内第三中学校　三浦　円さん 



    

　
西
２
号
北
３０
番
地
の
広
瀬
常
夫
さ

ん
が
３
年
前
よ
り
続
け
て
い
た
ゴ
ミ

清
掃
が
２，
０
０
０
キ
ロ
を
突
破
し
た

こ
と
を
期
に
町
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。 

　
広
瀬
さ
ん
は
旭
岳
の
自
然
保
護
監

視
解
説
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
る
か
た

わ
ら
美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
３

年
前
よ
り
ゴ
ミ
の
清
掃
に
取
組
ん
で

い
た
そ
う
で
す
。 

　
広
瀬
さ
ん
は
今
後
も
自
然
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
清
掃
活
動
を

つ
づ
け
て
い
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。 

       

　
楽
し
く
子
育
て
を
す
る
た
め
に
、

何
を
考
え
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の

機
会
に
見
学
を
兼
ね
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

対
　
　
象
　
子
育
て
中
の
方
、
終
え

ら
れ
た
方
等
ど
な
た
で
も  

日
　
　
時
　
１１
月
２４
日
π
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分 

場
　
　
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

プ
レ
イ
ル
ー
ム 

内
　
　
容
　「
楽
し
く
子
育
て
を
！
」

〜
遊
ぶ
っ
て
楽
し
い
よ
〜 

講
　
　
師
　
旭
川
市
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
　
相
談
員
　
守
屋
陽
子
先
生 

そ
の
他
　
託
児
希
望
者
に
は
託
児

室
を
用
意
し
ま
す
。
申
込
み
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
１１
月
１９

日
ª
ま
で
に
幼
児
セ
ン
タ
ー
（
@
８２

ñ
３
４
０
０
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

        

　 
     

　
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
頃
の
遊

び
の
体
験
を
生
か
し
て
子
供
た
ち
が

歌
や
楽
器
、
遊
戯
、
遊
劇
等
を
発
表

す
る
お
遊
戯
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

子
供
た
ち
の
伸
び
伸
び
と
し
た
姿
を

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

日
　
　
時
　
１１
月
１４
日
∂
午
前
９
時

か
ら
１２
時
ま
で 

場
　
　
所
　
幼
児
セ
ン
タ
ー
（
も
も

ん
が
の
家
）
プ
レ
イ
ル
ー
ム 

     

　
乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
は
な
い
か
と
お
考
え
の
み

な
さ
ん
、
親
子
で
楽
し
く
遊
び
な
が

ら
お
友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
０
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室

で
す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん

も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。 

対
　
　
象
　
家
庭
に
い
る
親
子
な
ら

ど
な
た
で
も 

日
　
　
時
　
１１
月
２６
日
ª
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分 

内
　
　
容
　
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
お
も

ち
ゃ
作
り
、
救
命
救
急
士
　
国
分
哲

也
氏
を
囲
ん
で
乳
児
の
事
故
防
止
や

応
急
手
当
に
つ
い
て
の
講
演
も
予
定

し
て
い
ま
す
。 

場
　
　
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

プ
レ
イ
ル
ー
ム 

参
加
人
数
　
１０
組
〜
１５
組
程
度 

（
事
前
に
予
約
必
要
） 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
東
川
町

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
@
８２
ñ

５
１
０
０ 

     

　
今
回
の
手
作
り
講
座
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
用
の
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。
育
児
に
関
す
る
情
報

交
換
の
場
と
し
て
、
お
子
さ
ん
か
ら

離
れ
て
お
母
さ
ん
の
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？ 

対
　
　
象
　
家
庭
に
い
る
親
子
な
ら

ど
な
た
で
も 

日
　
　
時
　
１１
月
１９
日
ª
　
午
前
１０

時
〜
正
午 

講
　
　
師
　
日
本
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
講
師
　
大
崎
　
実
千

代
さ
ん 

材
料
費
　
１，
０
０
０
円
程
度 

場
　
　
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

プ
レ
イ
ル
ー
ム 

参
加
人
数
　
１０
〜
１５
組
程
度 

  

予
約
制  

１１
月
１
日
か
ら
受
付
を
し

ま
す
が
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
当
日

託
児
有
。 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
東
川
町

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
@
８２
ñ

５
１
０
０ 

幼
児
セ
ン
タ
ー
子
育
て
講
演 

会
の
お
知
ら
せ 

自
然
保
護
監
視
・
解
説
員 

広
瀬
さ
ん
ご
み
清
掃
２，
０
０ 

０
キ
ロ
を
達
成 

●
保
健
だ
よ
り 

幼
児
セ
ン
タ
ー
第
２
回
お
遊 

戯
会
を
開
催
し
ま
す 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
ち 

よ
ち
教
室
の
お
知
ら
せ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
手
作
り 

講
座
の
お
知
ら
せ 

昨年のお遊戯会 

赤い羽根共同募金に寄せられ
た寄付金は、地域の様々な福
祉活動やボランティア活動の
普及と振興のために、ハンデ
ィキャップを持つ方々の社会
自立の支援などに役立てられ
ます。 
今年も皆様のご協力をお願い
いたします。 
 

赤い羽根共同募金 
www.akaihane-hokkaido.jp

あなたのまちの幸せのために 

人形劇団　ののはな 

日　時：2004年11月13日º 
　　　　開場　午後4時30分　開演　午後5時　（上演は約1時間です。） 
場　所：東川町農村環境改善センター（公民館）大ホール 
入場料：前売券500円（3才以上）、当日券600円（3才以上） 
主　催：東川町人形劇を観る会実行委員会 
後　援：東川町教育委員会 
チケット取扱い：田舎パンフレップ/ 
フレンドシップながさわ/東川町教育委員会/ 
道草館/東川町幼児センター（坂東） 

問い合わせ先： 
フレップ 
加藤　@82－4089 
小西　@82－4531

 



　町内の除排雪作業については、例年、皆さんにご協力をいただいて実
施しておりますが、今年の除雪計画が次のとおり決まりましたのでお知
らせします。なお、速やかな作業と交通安全を図るためご協力をお願い
します。 

【除排雪時の注意事項】 
A長時間の路上駐車はご遠慮ください。 
B屋根の雪や小道の雪を道路に捨てないでください。 
C道路には障害物を置かないでください。 
※雪堆積場所は西６号地先の忠別川敷地を指定しま
したのでご利用ください。 

【雪堆積場利用上の注意】 
A雪の搬入場所を指定していますので必ず指定の所

へ捨てましょう。 
B雪の中へゴミや異物等を混入することのないよう積込
みに十分注意しましょう。（ゴミを混入して投げますと
不法投棄として法律で罰せられます。） 

C輸送中に道路へ雪を荷台から落とさないようにしまし
ょう。 

D雪堆積場は、下記の略図のとおります。 

●町道の除雪区間については東川町役場都市建設課維持係　@８２-２１１１ 
●道道の除雪区間については旭川土木現場所維持第一係　@２６-４４６１ 

除雪に関しての 
お問い合せは 

平成１６年度除雪運行計画図 
道道（旭川土木現場所による除雪区間） 

町道の除雪区間 

除雪しない区間 

市街地図 

全町図  

●降雪量が１０⁄程度あった
時または予想される時 
●強風により路面に著しく吹き
溜まりを生じた時 

●なお、早朝（深夜）の除雪は、
午前３時から午前８時までに
行ないます。 



【1２月分】 
  １日Ÿ 児童相談所巡回相談 
  ２日⁄ ヘルシー運動教室 
  ３日¤ もぐもぐ教室 
　　　 乳幼児健診 
  ６日◊ 介護教室 
  ７日ÿ リハビリ教室 
　　　 （理学療法士による指導） 
  ９日⁄ ヘルシー運動教室 
　　　  乳幼児予防接種 
１５日Ÿ ヘルシー運動教室 
１６日⁄ 元気っ子クッキング 
　　　  ポリオ予防接種 
２０日◊ 子育て相談 
２１日ÿ リハビリ教室 
 

【11月分】 
  ５日¤　ごっくん教室 申込制 …１３：００～１４：００ 
　　　　 乳幼児健診…………１３：３０～ 

（通知者以外は１４：３０～） 
  ９日ÿ　リハビリ教室…………１１：００～１４：３０ 
１１日⁄　乳幼児予防接種 
　　　　 三種混合　　　　  １３：４５～１４：１５ 
　　　　 麻しん　　　　　　１４：４５～１５：００ 
　　　　 風しん　　　　　　１５：３０～１５：４５ 
１７日Ÿ　ヘルシー運動教室……９：００～１０：３０ 
１８日⁄　ヘルシー運動教室……９：００～１０：３０ 
２９日◊　子育て相談　予約制 
３０日ÿ　リハビリ教室…………１１：００～１４：３０ 
※会場は保健福祉センターです！ 
〈地域子育て支援センター〉 
〈親子遊びの体験教室〉予約制 
  ５日¤　テーマ「ボールあそび」…１０：００～１１：３０ 
〈遊びの広場〉（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）…９：００～１２：００ 
１日∑・２日∏・８日∑・９日∏・１０日π・１５日∑・１６日
∏・１７日π・２２日∑・２９日∑・３０日∏ 
※会場は幼児センターです！ 
申込み・お問い合わせ　東川町地域子育て支援センター　@８２－５１００ 

実 施 日　11月～12月の２カ月間（日程については、チラ 
　　　　　シでご確認ください） 
会　　場　東川町立診療所 
対 象 者　40歳以上の町民（今年度40歳になる方も該当
　　　　　します）※今年度の厚生病院ミニドック・成人病 
　　　　　検診を受診された方は対象となりません 
定　　員　80名（１日３名） 
内　　容　成人病・胃がん・大腸がん・肺がん・視力・聴力 
　　　　　・眼底・超音波検査 
料　　金　一　　　　　　　般　　　　　８，０００円 
　　　　　国民健康保険加入者　　　　　６，５００円 
　　　　　農協正組合員またはその家族　 ６，５００円 
　　　　　国保加入者で農協正組合員　　 ５，０００円 
申 込 み　主婦の会の委員より配布される申込みチラシに 
　　　　　必要事項を記入し、保健福祉課健康推進係まで
　　　　　申込みください。（電話による受付可） 
締　　切　定員に若干余裕がありますので、11月12日ª 
　　　　　まで受付を致します。 

　ふだん何気なく使っている私たちの「からだ」、いつまで
もしなやかに動かしていきたいと思いませんか? 
　動脈硬化や糖尿病、高血圧などの生活習慣病、肩こりや
腰痛でお悩みの方も多いと思います。忙しい毎日でもいつ
でも自分にあった身近な運動を続けられるための方法を実
践を通して一緒に見つけましょう。 
日　　程　１回目　11月17日π、18日∫、12月２日∫、 
　　　　　９日∫、15日π 
　　　　　２回目　平成17年１月19日π、28日ª、 
　　　　　２月７日∑、18日ª 
内　　容　血圧・体脂肪測定・カラダについてふりかえ 
　　　　　り・ストレッチ体操・簡単筋力アップ体操・ 
　　　　　簡単エアロビクス 
時　　間　午前9時～10時30分 
場　　所　保健福祉センター（機能訓練室・集団検診室） 
持 ち 物　運動靴・タオル・動きやすい靴・服装 
申 込 み　保健師@８２-２１１１※お早めにお申込みを 

テ ー マ　「知って防ごう生活習慣病（コツコツ摂ろうカル 
　　　　　シウム）」 
対　　象　良い食生活に興味がある町民の方 
日　　時　12月１日π　午前10時～午後１時頃まで 
内　　容　調理実習と講話 
場　　所　保健福祉センター（健康学習室・栄養指導室） 
持 ち 物　エプロン・三角巾・筆記用具（参加費100円） 
申込み・お問い合わせ　役場栄養士まで@82‐２１１１ 
 

　
７
月
、８
月
は「
ミ
ニ
ド
ッ
ク
」、「
成
人
病
検
診
」……

と
健
康
診
断
が
続
き

ま
し
た
。み
な
さ
ん
は
自
分
の
検
診
結
果
を
ど
こ
ま
で
見
返
し
て
い
ま
す
か
？ 

検
診
結
果
は
、普
段
見
た
目
で
は
わ
か
ら
な
い
自
分
の
体
や
血
管
の
本
当
の

姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。 

　
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
り
、東
川
町
民
に
も
増
加
の
き
ざ
し
が
み
ら
れ
る

「
血
液
中
の
脂
質
」、そ
の
な
か
で
も
今
回
は
特
に「
中
性
脂
肪
」に
つ
い
て一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。さ
あ
、も
う一度
検
診
結
果
を
開
い
て
み

ま
し
ょ
う
。 

油断できない「中性脂肪」 

動脈硬化のサインを知ろう 

●
中
性
脂
肪
と
は
？ 

　
動
脈
硬
化
の
原
因
と
し
て
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
血
液
中
の
「
中
性
脂
肪
」
も
動
脈

硬
化
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
血
液
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
脂

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
な

ど
で
よ
く
耳
に
す
る
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」

や
「
中
性
脂
肪
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。 

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
細
胞
の
膜
や
ホ

ル
モ
ン
な
ど
の
材
料
と
な
る
の
に
対
し
、

中
性
脂
肪
は
体
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
に
な
り
ま
す
。 

　
中
性
脂
肪
は
食
べ
物
に
含
ま
れ
る
脂

質
を
も
と
に
小
腸
で
つ
く
ら
れ
る
ほ
か
、

肝
臓
で
も
脂
質
や
糖
質
な
ど
か
ら
合
成

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
血
液
に
入
っ
て
全

身
を
め
ぐ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

使
用
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
全
身
の
脂
肪
細
胞
に
蓄
え
ら
れ
、

必
要
に
応
じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ら

れ
ま
す
。 

●
な
ぜ
多
く
な
る
？ 

　
中
性
脂
肪
が
多
く
な
る
原
因
は
、
体

質
や
薬
、
糖
尿
病
や
肥
満
の
方
な
ど
で

高
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
番

多
い
の
は
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
少
な
い
と
血
液
中

の
中
性
脂
肪
が
多
く
な
り
ま
す
。 

 

●
中
性
脂
肪
が
高
い
と
？ 

　
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性

脂
肪
な
ど
が
多
す
ぎ
る
状
態
を
「
高
脂

血
症
」
と
い
い
ま
す
。
一
般
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
と
動
脈
硬
化
が
促

進
さ
れ
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
（
冠
動
脈

疾
患
）
、
脳
梗
塞
に
つ
な
が
る
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
性
脂
肪
値
が

高
い
場
合
に
も
動
脈
硬
化
が
す
す
む
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

●
動
脈
硬
化
の
し
く
み 

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
は
「
悪
玉
（
Ｌ

Ｄ
Ｌ
）
」
と
「
善
玉
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）
」
が

あ
り
ま
す
。
悪
玉
が
多
く
な
り
す
ぎ
る

と
血
管
壁
に
入
り
込
ん
で
血
液
が
酸
化

さ
れ
沈
着
し
ま
す
。
そ
し
て
ド
ロ
ド
ロ

と
し
た
塊
を
形
成
し
、
血
管
の
壁
が
厚

く
な
り
、
血
液
の
通
り
道
が
狭
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
「
動
脈
硬
化
」
で
す
。 

　
中
性
脂
肪
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

よ
う
に
血
管
壁
に
沈
着
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
「
悪
玉
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）
」

よ
り
、
も
っ
と
小
さ
な
Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
た
く

さ
ん
出
現
し
、
動
脈
硬
化
を
促
す
の
で
す
。

さ
ら
に
中
性
脂
肪
が
多
い
と
「
善
玉
（
Ｈ

Ｄ
Ｌ
）
」
が
減
少
し
ま
す
。 

　
善
玉
は
血
管
の
壁
に
溜
ま
っ
た
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
回
収
す
る
役
目
が
あ
る

た
め
、
少
な
く
な
る
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
沈
着
を
加
速
し
、
動
脈
硬
化
が
進

ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

　
中
性
脂
肪
が
高
い
こ
と
は
、
こ
の
様

な
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
や
す
い
状
態
の

サ
イ
ン
と
な
る
の
で
す
。 

 

●
「
少
し
だ
け
検
査
値
が
高
い
」
と
い

う
人
も
要
注
意
！ 

　
中
性
脂
肪
値
が
高
い
人
は
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
、
痛
風
な
ど
も
併
せ
持
っ
て

い
る
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

　
健
康
診
断
な
ど
で
こ
れ
ら
の
検
査
値

が
「
標
準
よ
り
少
し
高
い
」
と
言
わ
れ

て
も
気
に
し
な
い
人
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
最
近
の
研
究
で
、
「
検

査
値
が
ど
の
く
ら
い
高
い
か
」
で
は
な
く
、

「
た
と
え
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
程
度
は
軽

く
て
も
、
危
険
因
子
が
い
く
つ
も
重
な

っ
て
い
る
状
態
」
は
動
脈
硬
化
の
進
行

に
深
く
関
係
す
る
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
検
査
値
が
少
し
高
い
」

と
い
う
状
態
が
重
な
る
と
動
脈
硬
化
が

急
速
に
促
進
さ
れ
、
冠
動
脈
疾
患
を
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
（
こ
の
状
態

を
「
マ
ル
チ
プ
ル
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー

症
候
群
」
と
い
い
ま
す
。
）
そ
し
て
、

危
険
因
子
は
た
ま
た
ま
重
な
り
合
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
根
本
的
な
原
因
と

し
て
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
図
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。 

たとえ総コレステロール値（基準値220Ê/dD以下）が高くなくても、次の
ような危険因子があれば動脈硬化、ひいては冠動脈疾患を引き起こすリス
クは高くなる。特に2つ以上当てはまる場合は要注意。 

「高中性脂肪血症、高血糖、高血圧」に「肥満（BMI25以上）」を加えた危
険因子の数と、冠動脈疾患のリスクの関係を調べた。危険因子がない場合
のリスクを1とすると、危険因子が3～4個の場合は、冠動脈疾患のリスク
は30倍以上にもなる。 

中性脂肪…………… 
　　150Ê/dD以上 
HDLコレステロール… 
　　  40Ê/dD未満 

空腹時血糖………… 
　　110Ê/dD以上 
HbA1c…………… 
　　  　5.6％以上 

収縮期 　拡張期 
140 ／ 90 mmHg以上 

＊ 

＊HbA1c 赤血球のヘモグロビンと血液中のブドウ糖が結合したもの。過去1～2か月間の 
  血糖値の状態を表す。 



向坊　啓子　むかいぼう けいこ 
 ■おはなしの会 ピッピ 
　幼児センター・東川養護学校など
で、絵本の読み聞かせや紙芝居、ペ
ープサートなどを行なっているグル
ープ。 

　
お
は
な
し
の
会
ピ
ッ
ピ
の
活
動
に
加
わ
っ

て
５
年
に
な
り
ま
す
。そ
の
間
た
く
さ
ん
の

子
供
た
ち
と
出
会
っ
て
き
ま
し
た
。わ
ん
ぱ

く
な
子
、泣
き
虫
な
子
、お
っ
と
り
し
た
子
、

ど
の
子
も
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
も
か
わ
い
く
、

天
使
の
よ
う
に
見
え
る
私
で
す
が
、自
分
の

子
供
の
子
育
て
の
時
に
は
、ち
っ
と
も
や
さ

し
い
母
親
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
保
育
園
に
子
供
を
預
け
て
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、朝
は
毎
日
大
忙

し
で
し
た
。長
男
が
３
才
ぐ
ら
い
の
頃
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。あ
る
朝
、息
子
が
一
生
懸

命
に
何
か
言
っ
て
い
た
の
に
、「
あ
と
に
し

て
、あ
と
に
！
」と
冷
た
く
答
え
た
ら
、「
お

母
さ
ん
な
ん
て
、大
キ
ラ
イ
だ
」と
、泣
き

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。大
キ
ラ
イ
と
言

わ
れ
て
、私
も
泣
き
た
く
な
り
ま
し
た
。と

い
う
の
は
、そ
れ
ま
で
ず
っ
と
自
分
の
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
子
育
て
に
、い
ら
だ
ち
悩

み
自
信
が
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。母

親
失
格
だ
な
…
と
悲
し
く
思
い
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
悩
み
を
持
ち
続
け
て
い
る
時
に
、

あ
る
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。子
供
は
未

発
達
な
の
で
自
分
の
気
持
ち
を『
こ
と
ば
』

で
十
分
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。『
こ

と
ば
』そ
の
も
の
に
気
を
取
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、『
こ
と
ば
』の
奥
に
あ
る
心
の
声
を

読
み
と
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。本
当
に
自

分
の
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
キ
ラ
イ
な
子
供

は一人
も
い
な
い
。大
好
き
な
お
母
さ
ん
の

こ
と
を『
キ
ラ
イ
！
』と
言
わ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
子
供
の
気
持
ち
を
考
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
、そ
ん
な
お
話
で
し
た
。私
は
、

目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。キ
ラ
イ
と
言
わ
れ
た
私
は
、自
分

の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
、息
子
の
気
持
ち
を

考
え
る
余
裕
も
無
か
っ
た
の
で
す
。息
子
は

き
っ
と『
お
母
さ
ん
、も
っ
と
ぼ
く
の
こ
と

よ
く
見
て
よ
！
ぼ
く
の
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞

い
て
よ
！
』と
言
い
た
か
っ
た
の
だ
と
気
づ

き
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
あ
と
の
子
育
て
で
は
、『
こ
と

ば
』に
と
ら
わ
れ
ず
、子
供
の
様
子
を
よ
く

見
て
、ど
ん
な
気
持
ち
な
の
か
、本
心
は
ど

う
な
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
自
分
も
す
ご
く
楽
に
な
っ
た

ん
で
す
。忙
し
い
生
活
は
相
変
わ
ら
ず
で

し
た
が
、子
育
て
を
楽
し
む
余
裕
が
で
き

ま
し
た
。 

　
反
抗
期
や
思
春
期
に
、子
供
が
腹
の
立

つ
よ
う
な
口
を
き
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。『
こ
と
ば
』に
ひ
っ
か
か
っ
て
カ
ー
ッ
と

な
り
が
ち
で
す
が
、少
し
客
観
的
に
か
ま
え

て
、『
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
言
う
の
か
？
』

と
言
葉
の
奥
に
あ
る
も
の
を
読
み
と
ろ
う

と
努
力
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
の
時
す

ぐ
に
は
、子
供
の
心
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、親
が
親
と
し

て
の
自
信
と
責
任
を
持
っ
て
、落
ち
着
い
て

向
い
合
う
こ
と
で
、子
供
の
成
長
す
る
力
を

手
助
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で

す
。 

　
さ
て
絵
本
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。『
絵

本
は
い
っ
た
い
何
才
ま
で
読
ん
で
い
て
い
い

の
？
』と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

小
学
校
に
入
学
す
る
と
、「
も
う
絵
本
は
卒

業
し
て
、も
っ
と
字
の
多
い
本
に
し
な
さ
い
。」

と
か
言
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。本
に

興
味
を
持
つ
こ
と
は
、も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、絵
本
は
絵
本
で
、い
く
つ
に
な
っ
て
も

読
ん
で
い
て
欲
し
い
と
思
う
の
で
す
。 

　
絵
本
は
絵
と
文
字
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。作
者
の
伝
え
た
い
こ
と
は
言
葉
で
直

接
的
に
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。言
葉
や

絵
を
通
し
て
、自
分
の
心
で
感
じ
て
自
分

で
考
え
る
、そ
れ
が
絵
本
で
す
。読
者
の
年

令
に
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。い
い
絵
本
に
出

会
う
と
感
動
し
た
り
、教
え
ら
れ
た
り
、癒

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ど
う

ぞ
皆
さ
ん『
絵
本
は
小
さ
い
子
の
読
む
物
』 

     

と
決
め
付
け
な
い
で
、小
学
生
に
な
っ
て
も

大
人
に
な
っ
て
も
堂
々
と
手
に
取
り
、楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
年
の
８
月
、東
川
養
護
学
校
の
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
に
読
み
聞
か
せ
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。子
供
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が

私
た
ち
の
励
み
で
す
。今
回
は
お
は
な
し

会
育
ち
の
子
供
た
ち
が
ペ
ー
プ
サ
ー
ト『
日

天
さ
ん
月
天
さ
ん
』を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し

た
。こ
の
よ
う
に
お
話
好
き
の
子
供
た
ち

が
育
っ
て
い
く
の
を
見
る
の
も
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。私
た
ち
の
活
動
は
ご
く
さ
さ
や

か
な
も
の
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根

付
い
て
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
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写真甲子園での思いを再び東川町で・・・ 
　写真甲子園２０００に広島県より出場した三木
嘉子さんが、１０月１８日より東川町役場にイン

ターンシップ（企業体験）で
再び来町されています。 
　三木さんは、広島県立三和
高等学校出身で写真甲子園で
は優秀賞を受賞した経歴を持
ち、現在は日本大学の４年生、

生産工学部建築工学科居住空間デザインコースで
建築の勉強をしています。 
　今回は、写真甲子園で思い入れのある東川町を
テーマに卒業研究を進めたいと言う思いから、再
び東川町での活動が実現しました。 
　建築の目線から東川町の活性化をテーマに研究
を進めながら、庁内の会議等にも参加するなどし
て、町の仕事にふれていただきます。 
　滞在は、１１月中旬までの予定です。 
 
 
　写真甲子園２００４の記念文集が完成しました。 
本戦大会に出場した選手の声を集めて編集したも
ので、今回その一部の内容を抜粋して掲載します。 

＊ 
　写真甲子園は、私にとって初めての大きな大会
でありました。 
　予選の写真を撮ったとき、私は写真を始めてま
だ３カ月にも満たない状況で、コンパクトカメラ
を使うのがやっとでした。そんな私に写真を始め
るきっかけをくれたのが、「子供の笑顔」でした。
小さい頃の写真を見ていた時に出会った１枚の写
真から純粋に笑う子供の写真が撮りたいと思うよ
うになりました。 
　予選の作品を撮りに公園に行ったとき、偶然出
会ったたくさんの子供たちの笑顔が私にシャッタ
ーを押させ、今回北海道の地に立たせてくれまし
た。技術で足りない部分を彼らの笑顔が補ってく
れたのだと思っています。 
　本戦で一番ビックリしたのは大会のレベルの高
さ。初めは“なんとかなるさ!!”と思っていまし
たが、とんでもない!!見るもの触れるもの全てが
発見の連続で、周りの学校はどんどん撮っている 

 
のに何を撮っていいのか分からない。しかも他校
とは違うものを撮らなければいけない。そうやっ
て焦って空回り。結局First審査会で半べそをかく
羽目になり自分の身の程を知らされました。しか
し、途中から何も知識のない私だからこそ撮れる
写真だってあると思い、自分の好きなものを無理
せず撮っていこうと決めました。その甲斐あって、
後半は納得の行く写真を撮ることができました。
結果は特別賞でしたが悔いはなく、むしろこれで
良かったと思います。この経験が私の次の写真に
繋がっていくものになったのですから。 
　皆さんと過ごした６日間、とっても楽しかった
です!これからうんと実力をつけ来年も出場して、
今度はマグレで来たとは言わせないと心に誓い、
北海道の地を後にしました。私はこの大会が大好
きです。それは、家族のような温かさを感じるか
らかも知れません。他校の皆さん・私たちのお世
話をして下さった皆さん・審査員の皆さん撮影に
協力して下さった皆さん、そして東川町の皆さん
ありがとうございました。 
写真甲子園大好き！東川町大好き！北海道だ～い
好き！！ 
 
 
　８月１８日から２２日まで、東川高等学校の生

徒１３名および引率教員
他３名が、日韓国交正常
化４０周年記念事業とし
て韓国に招待され、交流
してきた内容についてま
とめた文集「デジカメで

見る韓国の遊び文化」が、東川高校により発刊さ
れました。 
　これは、５日間の韓国滞在中に体験したこと、
思ったこと、感じたことなど、高校生の言葉で素
直に書かれています。また、引率した教員・随行
員の文章も含み手書きの文章で１０４頁になって
います。 
　表紙をめくると、４ページからなる記録写真が
目に入り、韓国での体験や交流の様子を見る事が
でき、その後参加生徒たちの文章が続きます。 
　ご覧になりたい方は、役場特別対策室までお問
合せください。 
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